
整理番号 K－1690  （NEDO 259，5－0008）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

4，4′－ビス（エチレンイミノカルポニルアミノ）ジフェニルメタン   事業対象年度  平成15年度    契 約  年  月  日  契 約  年  月  日   

（7417－99－4）  試験期間  15．12．24～16．4．16    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊥・揮  試験装置  標・ 挿  試験装置  標・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状  試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

mg／L  

週間  ㍉㍑Mヅ㌦  
汚  泥  30mg／L    汚  泥    mg／L    汚  泥  
本試験期間     4 週間    本試験期間       週間    本試験期間  

間  

試  試  接  試  
接  

験  
分子式C19H20N402分子量336．39  結  

組成式Cl．89H263No．3401．15（元素分析による）  験 結 果  果   

按   接  接  

純 度＊ 25％   外 観  白色分散液 

不純物（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  審査部会  第 35 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回   
ポい蕗シュチレンノコけェコレエウル（7－¶174）4％   対水 変化のため測定不可                             ノl  

水分  対アセトニトリル1mg／L以下  16年 6月18日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   
71％   対テトラヒドロフラン1mg／L以上  

融 点  測定不可  判 定  難分解性  判 定  判 定  
1－オクタノール／水分配係数  

沸 点  測定不可  logPow＝1，4（pH7．0）  備 考  
（HPLC法）  

1．実施機関  ・変化物A及びBは構造推定に   
比 重＊ 1．1（20℃）   安定性＊酸と反応して熱を発生    ・財団法人化学物質評価研究機構至らなかった。  

解離定数（20℃）  

LD50＊ 2，認諾莞こ言子   測定不可（pH3．0～pHll．0間にpK   
IRチャートの有無 ㊨・無  は存在しない）  2．特記事項  ・変化物Cの推定構造  

■ 

用 途＊ 繊維処理剤、塗料、接着剤用各種水系樹脂の改質剤   

生産量（年）   HOH2CH2C／冨甘冨；…；NH2  
試 料   

経済産業公報発表年月日  年   月  日   

＊ 日本触媒添付資料による。  
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濃縮度試験  事業対象年度  平成17年度  濃縮度試験  毒 性 試 験   

試験期間  18． 2．17 ～18． 4． 5            試験期間  年 月 日   
依  

試験装置標■揮LC50値  mg／L（hr）魚種（  試験装置標・挿LC50値  mg／L（hr）魚種（ ）   

頼  
水槽設定濃度（）  水槽設定濃度（ ）  

分 散 剤  分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第1濃度区  第1濃度区  

第2濃度区  第2濃度区  

第3濃度区  第3濃度区  

芝魚種（）            濃縮倍率  脂質含有率毘苧霊 託魚種（）  

日後   目後  日後   日後   日後      日後   日後  日後   目後   日後   

水槽濃度（）  

第  
水槽濃度（）  

第  

ロ  ロ  

水槽濃度（／  水槽濃度（）  

第  第  
2  2  

水靡度（）  水槽濃度（）  

第  

第 3  
3  

審査部会 第 56 回 18年  7月 21日 開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考   備考  

分配係数から類推  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  
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整理番号 K－1699  （NEDO 268，3－1100）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

3－メチルー4－メチルチオフェノール（3120－74－9）  事業対象年度  平成15年度    契 約  年  月  日    契 約  年  月  日  

試験期間  15．10．6～15．12．19    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊥・揮  試験装置  標 ・ 挿  試験装置  標 ■ 揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状   試  験  濃  度  試  験  濃 度  試  験  濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

OH ；l 

汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

間  

。H3   
間  

試  試  按  
試  

接  
SCH3  

験   
験  験  

結  結  結  

分子式C日H100S 分子量154．23  果  果  

接   接  接  

純 度＊199．1％   外 観  橙色粉末  

不純物（物質名，含有率）   溶解度（対水，その他）   審査部会  第 31回  審査部会  第  回  審査部会  第  回   

残り0．9％は不明   対水  2．23g／L（25℃）   
16年 1月30日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点＊155．8℃  判 定  難分解性  判 定  判 定   

沸 点＊2 278℃（1013hPa）   1－オクタノール／水分配係数  備 考  備 考   

logPow＝2．6（pH2．0）  

密 度＊21．11g／cm3（60℃）   （HPLC法）   1．回収率※  

LD50   解離定数（25℃）   （水＋被験物質）系100％  
pKa＝9．60  （汚泥＋被験物質）系100％  

IRチャートの有無 ㊨・無   （分光光度法）  ※試験液を直接分析機器に導入。  

用 途   
2．実施機関  

生産量（年）   ・株式会社三菱化学安全科学研究戸  

試 料  購入先 東京化成工業 TC卜EP   3，特記事項  

・分解度の平均値が負の値に算出さ  
経済産業公報発表年月日  年  月  日   れたため、0と表記した。  

＊1東京化成工業添付資料による。 ＊2InternationalUniformChemicalInformationDatabase（EurOPeanChemicalsBureau）（Editior12000）による。   
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濃縮度試験  事業対象年度 平成17年度  濃縮度試験  毒 性 試 験   

試験期間  17．11．25 ～17．12．15            試験期間  年 月 日   
依  

試験装置標・揮c50値  mg／L（hr）魚種（ 試験装置標・揮LC50値  mg／L（hr）魚種（ ）   

水槽設定濃度（）  水槽設定濃度（ ）  
頼  

分 散 剤  分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第1濃度区  第1濃度区  

第2濃度区  第2濃度区  

第3濃度区  第3濃度区  

濃縮倍率  脂質含有輝霊 芝魚種（）            濃縮倍率  脂質含有率賢讐霊 篭魚種（）  

日後   日後      日後   日後  日後   日後   日後   

第  
水槽濃度（）  

第  
水槽濃度（）  

ロ  ロ  

第  
水槽麒（／  

第  
瑚醐痩（）  

2  
2  

第  
水靡虔（）  

第  
水槽濃度（）  

3  
3  

審査部会 第 56 回18年  7月 21日 開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考   備 考   

分配係数から類推  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  
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整理番号 K－1702  （NEDO 272，5－3688）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験 ．  分 解 度 試 験   

2，6－ジクロロビリジン （2402－78－0）  事業対象年度  平成15年度    契 約  年  月  日  契 約  年  月  日  

試験期間  15．9．29～15，12．18    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊨・揮  試験儀置  標 ・ 揮  試験装置  標 ・ 拝   

構造式（示性式）・物理化学的性状  試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

ClクICl  ミゝ、  本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

間  間  

試  
接   試  按  試  按  

験  

験 結 果  
直  

結  

分子式C5H3C12N 分子量147．99  果   果  

接   接  按  

純 度ホ199．0％   外 観  白色結晶性粉末  

不純物（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  審査部会  第 31回  審査部会  第  回  審査部会  第  回  

残り1．0％は不明  対水  842mg／L（25℃）  
16年 1月30日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点＊2 87～89℃  判 定  難分解性  判 定  判 定   

沸 点＊3 211℃   1－オククノール／水分配係数  備 考  備 考  

logPow＝2．0（pH7．0）  
1．回収率   ・TOC及びHPLCによる分解度は被  

密 度 1．588g／cmユ（25℃）   （HPLC法）  
（水＋被験物質）系99％  験物質の挿発性が認められた  

LD50   解離定数（20℃）  （汚泥＋被験物質）系99％  が、（水＋被験物質）系を基準に  

測定不可（pHl．0一～pH13．0間に  分解度を算出した。  

IRチャートの有無 ㊨・無   pKaは存在しない）    2． ・株式会社三菱化学安全科学研究所  

用 途＊4 医薬・農薬用原料   3．特記事項  

生産量（年）   
・被験物質は一部が気相中に揮発し  

たと推察される。  

試 料  購入先 東京化成工業 TCI－GR   ・分解度の平均値が負の値に算出さ  
れたため、0と表記した。  

経済産業公報発表年月日  年  月  日   

＊1東京化成工業添付資料による。  ＊2 Dictionary of Organic Compounds（6th edition）による。  
＊3 The PhysicalProperties Database（Syracuse Research Corporation）による。  ＊414705の化学商品（化学工業日報社）による。  
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濃縮度試験  事業対象年度  平成17年度  濃縮度試験  毒 性 試 験   

試験期間  17．11．17 ～17．12． 6            試験期間  年 月 日   
依  

試験装置標・挿c50値  mg／L（hr）魚種（  試験装置標・挿c5帽  mg／L（hr）魚種（ ）   

水槽設定濃度（）  水槽設定濃度（ ）  
頼  

分 散 剤  分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第1濃度区  第1濃度区  

第2濃度区  第2濃度区  

第3濃度区  第3濃度区  

魚種（）            濃縮倍率  脂質含有率畏学芸 託魚種（）  

日後   日後  日後   日後   日後  日後   日後  日後   日後   日後   

水槽濃度（）  

第  第  
水槽濃度（）  

ロ  ロ  

第  
水憾度（／  

第  
水槽濱度（）  

2  2  

頻度（）  
第  

水槽濃度（）  

第 3  3  

審査部会 第 56 回 18年  7月 21日 開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考   備 考   

分配係数から類推  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  
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整理番号 K－1706  （NEDO 277，5－0382）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

2－メチルイミグゾール（693－98－1）  事業対象年度  平成15年度    契 約  年  月  日  契 約  年  月  日  

試験期間  15．10．10～15．12．18    試験期間  試験期間  

試験装置  ㊥・拝  試験装置  標 ・ 揮  試験装置  標 ・挿   

構造式（示性式）・物理化学的性状   試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

H  汚  泥   30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

鉦CH3  間  間  

試  
接   

試  
按  

試  
接  

験  

験 結 果  結  

分子式C4H6N2 分子量82．10  果   果  

接   接  按  
純 度＊197．2％   外 観  無色柱状または板状晶  

不純物（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  審査部会  第 31回  審査部会  第  回  審査部会  第  回  

残り2．8％は不明  対水100g／L以上（25℃）  
16年 1月30日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点＊2186℃  判 定  難分解性  判 定  判 定   

沸 点＊2 267℃   1－オクタノール／水分配係数  備 考  備 考   

logPow〈0．5（pH9．0）  1．回収率※  

密 度  0．271g／cm3（25℃）   （HPLC法）   （水＋被験物質）系100％  

LD50   解離定数＊：1（25℃）  （汚泥＋被験物質）系100％  

pKa＝7．86   ※試験液を直接分析機器に導入。  
IRチャートの有無 ㊨・無   

用 途＊4 鱒出用、中間物   
2．実施機関  

・株式会社三菱化学安全科学研究だ  

生産量＊d（13年）製造及び輸入100～1，000t未満   
3．特記事項  

試 料  購入先 東京化成工業 TCI－GR   ・分解度の平均値が負の値に算出さ  

れたため、0と表記した。  
経済産業公報発表年月日  年   月  日   

＊1東京化成工業添付資料による。  ＊2 Dictionary of Organic Compounds（6th edition）による。  ＊3 F．Schneider，Z．Physiol．Chem．，334，26（1963）による。  
＊4 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。  
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濃縮度試験  事業対象年度  平成17年度  濃縮度試験  毒 性 試 験   

試験期間  17．11．28 ～18． 4．17            試験期間  年 月 日   
依  

試験装置標・揮c50値  mg／L（hr）魚種（  試験装置標・拝LC50値  mg／L（hr）魚種（ ）   

頼  
水槽設定濃度（）  水槽設定濃度（ ）  

分 散 剤  分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第1濃度区  第1濃度区  

第2濃度区  第2濃度匡  

第3濃度区  第3濃度区  

濃縮倍率  
脂質含有輝霊  芝魚種（）            濃縮倍率  脂質含有率 魚種（）  

日後   日後  日後   日後   日後  日後   日後  日後   日後   日後   

第  
水槽濃度（）  

第  
水槽濃度（）  

ロ  ロ  

水槽願（／  水憮度（）  
第  第  
2  

2  

水頻度（）  
第  第  

水槽濃度（）  

3  3  

審査部会 第 56 回 18年  7月 21日 開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考   備 考   

分配係数から類推  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  
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整理番号 K－1708  （NEDO 279，3－0046）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

クロロメチルスチレン  事業対象年度  平成16年度    契 約  年  月  日  契 約  年  月  日   

［4－クロロメチルスチレンにて試験実施］（1592－20－7）  試験期間  17．2．1～17．．6．17    試験期蘭  試験期間  

試験装置  ㊥・拝  試験装置  標 ・ 揮  試験装置  標 ・ 挿   

構造式（示性式）・物理化学的性状  試  験  濃  度  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

有機物質 100mg／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

；LC”＝CH2  

汚  泥  30mg／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

cIH2C  
間  間  

試  試  接  試  接  

分子式C！）H9Cl分子量152．62  
験  

結  

組成式Ca38H802Cll．0000．06（元素分析による）  験 結 果  果  

接   接  接  

純 度＊194．6％   外 観  淡黄色液体  

不純物（物質名，含有率）＊1  溶解度（対水，その他）  審査部会  第 49 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回  

残り5．4％は不明  対水  変化のため測定不可  
（有機物と考えられる）  対メタノール10g／L以上  17年11月18日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点  －20．6℃  判 定  難分解性  判 定  判 定   

沸 点＊2 229℃   1－オクタノール／水分配係数  備 考  

logKow＝3．70＊4   1．回収率  ・被験物質は試験液中で加水分解し、クービニルベンジルアルコール（新規   
比 重＊21．083  （水＋被験物質）系 96．6％  物質logKow＝1．98＊4）が生成し、残留することを確認した。さらに   

LD50＊3 960mg／kg（経口，ラット）   安定性   （汚泥＋被験物質）系 98．0％  一部変化し、クービニル安息香酸（新規物質logKow＝2．78＊4）を3～  

水中で加水分解する   5％生成し、残留した。また、HPLCタロマトグラム上の保持時間から、   

IRチャートの有無 ㊨・無  2，実施機関  p－ビニルベンジルアルコールとクービニル安息香酸は被験物質より  

用途畢3；讐慧与；去富ゴム’ラテックス改  
・財団法人化学物質評価研究機構 極性が高かった。   

／C”＝C”2 

生産量   
／訂CH＝CH2聖 

が低いため、T。。及びc．H2C H。H2C ・HClエH。。CJUC”＝C”2  
試 料  購入先 東京化成工業  

理論DOCは組成式より算出した。  

・分解度の平均値が負の値に算出  被験物質   ヶビニルベンジルアルコール   ダービニル安息香酸   

経済産業公報発表年月日  年  月  日  されたため、0と表記した。   

＊1東京化成工業添付資料による。 ＊2 Sigma－AldrichMaterialSafetyDataSheets（u／1998－1／1999）による。 ＊314705の化学商品（化学工業日報社）による。   
＊4 Kowwin vl．67による計算値。  
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濃縮度試験  事業対象年度  平成17年度  濃縮度試験  毒 性 試 験   

試験期間  試験期間  年 月 日   
依  

試験装置標・挿卜c60値  mg／L（hr）魚種（ ）            試験装置標・揮LC5O値  mg／L（hr）魚種（ ）   

頼  
水槽設定濃度（）  水槽設定濃度（ ）  

分散 分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第1濃度区  第1濃度区  

第2濃度区  第2濃度区  

第3濃度区  第3濃度区  

濃縮倍率  
脂質含有デ毘苧雷 託魚種（）            濃縮倍率  

脂質含有率毘竿霊 芝魚種（）  

日1√   日後  日後   日後   日後      日後   日後  目後   日後   日後   

第  
水槽濃度（）  

第  
瑠譜度（）  

ロ  ロ  

第  
水髄度（／  

第  
水儲抜（）  

2  
2  

第 3   

華癖度（）  
第  

水槽濃度（）  

倍  率  3                                      倍  率  

審査部会 第 56 回 18年  7月 21日 開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考  備 考   

クービニル安息香酸から類推  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  
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整理番号 K－1708変化物  （NEDO番号 279）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分解度試験 

㌻ビニル安息香酸（1075－49－6）  事業対象年度  平成  年度    契 約  年  月  日  契約  年 月  

試験期間  試験期間  試験期間  ・ ・  

試験装置  標 ・ 挿  試験装置  標 ・ 揮  

構造式（示性式）・物理化学的性状  試  験  濃  度  試  験  濃  度  

被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

；－ 
C”＝CH2  汚泥  mg／L  汚泥  mg／L  

本試験期間  週間    本試験期間  週間  

H。。。  間  （）％   間  

試  
接   

試  
接  試  接  

験   
験  験  

結  結  
直  

結  

分子式C9H802 分子量148．16  果  果   果  

接   接   按  

純 度＊199．9％   外 観  白色結晶性粉末  LC－MS  

不純物＊1（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）   審査部会  第  回   

残り0．1％については不明  
年月 日開催  催  年月 日開催   

融 点＊2143～144℃  判 定  判 定   

沸 点   1－オクタノール／水分配係数  備 考   

logPow＝2．1（pH2．0）  

比 重   （HPLC法）  

LD50   解離定数（20℃）   

pKa＝4．07（分光光度法）   

IRチャートの有無 ㊨・無   

用 途  

生産量（年）   

試 料  購入先 和光純薬工業   

経済産業公報発表年月日  年  月  日   

＊1和光純薬工業添付資料による。 ＊2InternationalUniformChemicalInformationDatabase（EuropeanChemicalsBureau）（Edition2000）による。   
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濃縮度試験  事業対象年度  平成17年度  濃縮度試験  毒 性 試 験   

試験期間  18． 2． 9 ～18． 3．24            試験期間  年 月 日   
依  

試験装置標・揮伽値  mg／L（hr）魚種（  試験装置標・挿c50値  mg／L（hr）魚種（ ）   

水槽設定濃度（ ）  
額  

水槽設定濃度（）  

分  分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第1濃度区  第1濃度区  

第2濃度区  第2濃度区  

第3濃度区  第3濃度区  

濃縮倍率  
脂質含有輝霊  芝魚種（）▲            濃縮倍率  脂質含有率毘学芸 誌魚種（）  

日後   日後  日後   日後   日後  日後   日後  日後   日後   日後   

水槽濃度（）  

第  
水槽濃度（）  

第  
ロ  ロ  

水髄度（／  
第  

水働度（）  

第 2  
2  

水槽濃度（）  

第  
3  

審査部会 第 56 回18年  7月 21日 開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考   備 考   

分配係数から類推  

［実施機関］財団法人化学物質評価研究機構  
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